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地

域

協

議

会
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よ

り

 

第
5
回
地
域
協
議
会
は
、
12
月
22
日
（金
）午
後
3
時
か
ら
二
ツ
井
町
庁
舎
大
会
議
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。

案
件
は
「道
の
駅
ふ
た
つ
い
整
備
事
業
に
つ
い
て
」、
「富
根
出
張
所
に
つ
い
て
」、
「二
ツ
井
地
域
の
図
書
館
に
つ
い

て
」、
「二
ツ
井
地
域
の
現
状
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
」。
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

道
の
駅
ふ
た
つ
い
整
備
事
業
に
つ
い
て 

 

道
の
駅
ふ
た
つ
い
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
道
の
駅

本
体
の
建
築
工
事
は
、
平
成
30
年
年
３
月
末
の

完
成
予
定
で
す
。
建
築
工
事
以
外
で
は
、
今
後

外
構
工
事
が
行
わ
れ
る
予
定
で
、
あ
き
た
未
来

づ
く
り
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度

工
事
を
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。
き
み
ま
ち
阪
へ

の
歩
道
橋
及
び
ア
ク
セ
ス
道
、
川
の
駅
エ
リ
ア
等

で
の
周
辺
施
設
整
備
や
、
カ
ヌ
ー
艇
庫
の
建
設

の
た
め
の
実
施
設
計
業
務
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
道
の
駅
と
一
体
に
な
っ
て
国
土
交
通
省
に

よ
り
工
事
を
進
め
て
い
る
「
河
川
防
災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」は
30
年
度
、
親
水
空
間
（川
の
駅
エ
リ
ア
）

で
の
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度
」
に
つ
い
て
は
、

31
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
順
調
に
進
め
ら
れ

て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
12
月
定
例
会
に
お

い
て
、
道
の
駅
ふ
た
つ
い
条
例
が
議
決
さ
れ
、
設

置
条
例
が
制
定
さ
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
新

た
な
道
の
駅
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、
公
設
民

営
に
よ
る
指
定
管
理
者
と
し
て
、
今
後
指
定
管

理
者
の
選
定
等
、
平
成
30
年
夏
頃
の
オ
ー
プ
ン

に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
、
本
事
業
の

進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
※

 

裏
面 

（第
6
回
地
域
協
議
会
）→

  

 

二
ツ
井
地
域
の
図
書
館
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
域
協
議
会
の
皆
様
方
か
ら
提
出
さ

れ
ま
し
た
意
見
書
を
基
に
、
公
民
館
運
営

審
議
会
や
、
図
書
館
協
議
会
の
ご
意
見

も
伺
い
な
が
ら
、
検
討
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。 

 

地
域
協
議
会
の
皆
様
方
か
ら
ご
要
望
あ

り
ま
し
た
と
お
り
、
二
ツ
井
町
庁
舎
3
階

の
旧
議
場
等
を
活
用
し
、
整
備
す
る
方
向

で
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

具
体
的
に
は
、
旧
議
場
の
議
員
席
等
を

撤
去
し
、
書
架
と
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

る
と
共
に
、
議
場
の
向
か
い
側
の
旧
議
員

控
室
等
を
活
用
い
た
し
ま
し
て
、
研
修
室

や
、
作
業
室
等
を
配
置
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

 

二
ツ
井
地
域
の
図
書
館
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
域
住
民
の
皆
様
方
の
長
年
の
要
望

で
あ
り
ま
す
事
か
ら
、
来
年
度
当
初
か
ら

整
備
を
進
め
ま
し
て
、
で
き
れ
ば
平
成
30

年
11
月
頃
の
開
館
を
目
指
し
、
整
備
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

富根出張所 

 
富
根
出
張
所
の
庁
舎
は
、
大
正
11
年
建
築
の

た
め
、
著
し
く
老
朽
化
が
進
み
、
大
規
模
な
修

繕
が
早
急
に
必
要
な
事
態
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
耐
震
性
や
安
全
確
保
の
観
点

を
重
視
し
つ
つ
、
建
替
え
を
含
め
た
老
朽
化
対

策
、
ま
た
は
移
転
に
つ
い
て
の
検
討
等
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
当

面
は
富
根
診
療
所
同
様
、
存
続
が
必
要
と
考

え
て
お
り
、
富
根
地
区
の
近
隣
施
設
の
現
状

や
出
張
所
と
し
て
の
利
便
性
を
考
慮
し
て
検

討
し
た
結
果
、
富
根
診
療
所
の
一
部
建
物
内
へ

移
転
す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

 

 
 

 
富
根
出
張
所
に
つ
い
て 

 

二
ツ
井
地
域
の
図
書
館
に
つ
い
て 

 

二
ツ
井
地
域
の
現
状
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て 

分科会班長からの報告 

【
基
幹
産
業
と
し
て
の
農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
】 

 

農
林
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
伴
い
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
な
ど
が
課
題
。
課
題
解
決
の
た
め
に
は
、
農
地
の

基
盤
整
備
に
取
り
組
み
、
作
業
効
率
の
向
上
が
先
決
で
あ
り
、

ま
た
法
人
設
立
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
行
政
・
Ｊ
Ａ
等
経
験
の

あ
る
退
職
者
を
専
門
員
と
し
て
雇
用
し
、
二
ツ
井
全
域
で
の
農

業
基
盤
整
備
と
法
人
化
を
一
体
的
に
推
進
す
る
事
が
必
要
。 

 

【
雇
用
の
場
の
創
出
・企
業
誘
致
等
に
つ
い
て
】 

合
併
以
降
二
ツ
井
地
域
へ
企
業
誘
致
は
無
く
、
空
き
店
舗
率
も

増
加
。
雇
用
の
場
は
減
少
し
若
者
の
働
く
場
が
無
い
事
が
課
題
。

雇
用
の
場
の
創
出
と
し
て
、
平
成
30
年
オ
ー
プ
ン
予
定
の
新
し
い

道
の
駅
で
の
雇
用
に
繋
げ
、
ま
た
今
後
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
む

事
が
予
想
さ
れ
る
事
か
ら
、
二
ツ
井
地
域
へ福
祉
関
連
施
設
を

誘
致
し
、
雇
用
に
繋
げ
る
事
が
必
要
。 

 

二
ツ
井
地
域
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
テ
ー
マ
を
絞
り

分
科
会
形
式
で
協
議
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
各
班
か
ら
意

見
集
約
し
た
結
果
に
つ
い
て
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。 



 
第
６
回
地
域
協
議
会
は
、
1
月
12
日
（金
）午
後
2
時
か
ら
二
ツ
井
伝
承

ホ
ー
ル
洋
室
研
修
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。
案
件
は
「第
2
次
能
代
市
行
財
政

改
革
大
綱
（素
案
）に
つ
い
て
」。
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

第
2
次
能
代
市
行
財
政
改
革
大
綱 

（素
案
）に
つ
い
て 

 

第
2
次
能
代
市
行
財
政
改
革
大
綱
（
素
案
）
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
や
改
革
の
必
要
性
な
ど

に
つ
い
て
担
当
課
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

実
施
項
目
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

 

1 

産
業
振
興
等
に
よ
る
税
収
等
の
確
保 

2 

公
の
施
設
の
使
用
料
の
見
直
し 

3 

未
利
用
財
産
の
処
分
・活
用 

4 

内
部
管
理
経
費
の
見
直
し 

5 

市
単
独
補
助
金
の
見
直
し 

6 

市
単
独
事
業
の
終
期
等
設
定
の
徹
底 

7 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
お
け
る 

 
 

 

個
別
施
設
計
画
の
策
定
及
び
推
進 

8 

公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進 

9 

市
立
保
育
所
の
民
間
移
管
等 

10 

能
代
東
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
廃
止 

11 

檜
山
診
療
所
の
廃
止 

12 

保
健
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
の
検
討 

13 

小
規
模
小
学
校
の
統
合 

14 

常
盤
中
学
校
の
統
合 

15 

二
ツ
井
公
民
館
分
館
の
統
廃
合
の
検
討 

16 

定
員
適
正
化
計
画
の
推
進 

17 

人
材
育
成
基
本
方
針
の
見
直
し 

18 

人
事
評
価
制
度
の
充
実 

19 

ワ
ー
ク
・ラ
イ
フ
・バ
ラ
ン
ス
の
推
進 

20 

女
性
活
躍
の
推
進 

21 

民
間
活
力
活
用
の
推
進 

質
疑
と
回
答
の
主
な
内
容 

 

22 

各
種
委
員
会
等
へ
の
市
民
参
加
の
推
進 

23 

指
定
管
理
者
制
度
運
用
の
見
直
し 

24 

自
主
防
災
組
織
設
立
と
防
災
士
養
成 

 
 

 

の
推
進 

25 
政
策
評
価
の
実
施 

26 
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進 

27 

業
務
改
革
（Ｂ
Ｐ
Ｒ
手
法
）の
導
入 

28 

各
種
団
体
の
事
務
局
移
管 

29 

総
務
関
係
事
務
（給
与
、
旅
費
、
福
利 

 
 

 

厚
生
等
）の
委
託 

30 

統
一
的
な
基
準
に
よ
る
地
方
公
会
計 

 
 

 

の
活
用
（賃
借
対
照
表
、
行
政
コ
ス
ト
計 

 
 

 

算
書
、
資
金
収
支
計
算
書
、
純
資
産
変 

 
 

 

動
計
算
書
の
作
成
） 

31 

申
告
相
談
受
付
会
場
の
見
直
し 

32 

納
税
貯
蓄
組
合
の
見
直
し 

33 

介
護
認
定
調
査
業
務
の
委
託 

34 

窓
口
業
務
の
見
直
し 

35 

道
路
台
帳
の
統
合 

36 

投
票
所
の
再
編 

37 

組
織
・機
構
の
見
直
し 

38 

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
へ
の
対
応 

39 

適
正
な
債
権
管
理
体
制
づ
く
り 

40 

各
種
委
員
会
等
の
見
直
し
と
委
員
数 

 
 

 

の
削
減 

（質
疑
）  

各
種
団
体
の
事
務
局
移
管
に
つ 

 
 

 
 

 

い
て
。
市
で
事
務
局
を
担
当
し
て 

 
 

 
 

 

い
る
の
は
何
団
体
あ
る
の
か
。 

（回
答
）  

現
在
78
の
団
体
事
務
局
を
市 

 
 

 
 

 

で
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

（質
疑
）   

市
職
員
数
に
つ
い
て
。
行
財
政 

 
 

 
 

 

改
革
で
職
員
数
が
減
る
の
は
い
い 

 
 

 
 

 

が
、
仕
事
そ
の
も
の
は
減
ら
な
い 

 
 

 
 

 

と
思
う
。 

 
 

 
 

 
 

 

そ
れ
に
伴
い
任
期
付
職
員
は 

 
 

 
 

 

増
え
て
い
る
の
か
。  

 
 

 

（回
答
）   

任
期
付
職
員
数
に
つ
い
て
は
、 

 
 

 
 

 

3
年
～
5
年
期
間
の
仕
事
で
募 

 
 

 
 

 

集
し
て
い
る
職
員
で
あ
り
、
今
後 

 
 

 
 

 

も
増
え
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

職
員
数
に
つ
い
て
は
定
員
適
正 

 
 

 
 

 

化
計
画
の
中
で
管
理
し
て
い
く
事 

 
 

 
 

 

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

（質
疑
）   

財
政
調
整
基
金
の
残
高
に
つ
い 

 
 

 
 

 

て
。
減
少
・増
加
の
要
因
は
何
か
。 

（回
答
）   

28
～
29
年
度
の
減
額
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 

は
、
合
併
10
年
を
迎
え
、
地
方
交 

 
 

 
 

 

付
税
の
特
例
措
置
が
終
了
し
、
交 

 
 

 
 

 

付
税
が
減
っ
た
事
、
29
～
30
年
度 

 
 

 
 

 
に
つ
い
て
は
、
主
に
道
の
駅
ふ
た
つ 

 
 

 
 

 
い
の
移
転
補
償
費
に
よ
り
増
加 

 
 

 
 

 

す
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
、
交
付 

 
 

 
 

 

税
の
減
額
が
見
込
ま
れ
る
結
果
、 

 
 

 
 

 

減
少
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り 

 
 

 
 

 

ま
す
。 

 
 

平成30年1月16日撮影 

 

新
し
い
「道
の
駅
ふ
た
つ
い
」の 

 

工
事
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

 
 

 

道
の
駅
本
体
の
建
築
工
事
は
、
平
成
30
年
3
月
末
の
完
成

を
目
指
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
1
月
末
現
在
の
工
事
進
捗
状

況
と
し
ま
し
て
は
、
目
標
の
79.

4
％
に
対
し
、
81.

1
％
と
順

調
な
進
捗
率
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
は
、
主
に
内
装
の
天
井
・

壁
の
仕
上
げ
が
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。  

 

建
築
工
事
以
外
の
市
の
事
業
で
は
、
1
月
中
旬
か
ら
外
構

工
事
が
行
な
わ
れ
、
「あ
き
た
未
来
づ
く
り
交
付
金
事
業
」に

つ
い
て
も
、
30
年
度
工
事
を
予
定
し
て
い
る
「き
み
ま
ち
阪
への

歩
道
橋
や
ア
ク
セ
ス
道
」、
「川
の
駅
エ
リ
ア
等
で
の
周
辺
施
設

整
備
や
カ
ヌ
ー
艇
庫
建
設
」の
た
め
の
実
施
設
計
業
務
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。  

ま
た
、
道
の
駅
と
一
体
と
な
っ
て
国
土
交
通
省
に
よ
り
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
る
「河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」は
30
年
度
ま
で
、

親
水
空
間
（川
の
駅
エ
リ
ア
）で
の
「か
わ
ま
ち
づ
く
り
支
援
制

度
」事
業
は
31
年
度
ま
で
の
完
成
を
目
指
し
て
順
調
に
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

（建物全体写真） 

（現道の駅方向より撮影） 


